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従属節述部の形態に基づく複文解析  

長谷川 守 寿  

1．目  的  

本研究の目的は，複文構造について考察し，接続表現の形態に関する情報に  

基づき，複数の従属節間の構造を明示する複文解析を考えることである。解析  

の際，規則の言己述を行い，解析木を考察することで，正確な構文を記述するた  

めに必要となる情報や行うべき処理が明確になると思われる。   

2．先行研究  

複文に関する研究は，森岡（1965），南（1974）など従来数多く行われてい  

る。ここでは，接続表現をもとに複文の構造を明らかにした研究を考察する。  

亀井・村木（1986）は，三上（1955）が接続表現の文を切る強さには差がある  

ことを指摘しており，その考え方を発展させた複文構造モデルを提案して’いる。  

問題点として，係り先の強弱の計算法が示されていないこと，またモデルであっ  

て実際の文を対象としていないことが挙げられる。またこれは接続表現の，文  

を切る強さの違いに着目している点では本研究と同じであるが，以下で述べる  

ように，接続表現に強さを一意的に与えているという問題点が指摘できる。   

3．方  法  

本研究では結合歴という概念を使う。結合度とは節と節を結びつける度合い  

を示すもので，結合度が弱いものは文を切る力が強く，結合虔が強いものは文  

を切る力が弱いとする。そしてその結合度は，接続表現に一意的に付与できず，  

相対的に決まるものとする。その根拠として，（1）では卜し」は「ば」  

より結合度が弱いが，（2）では逆になることが挙げられる。（“／”は，最初に   
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切れると思われる部分に筆者がつけたものである。）この間題を解消するため  

には，隣接する二者間の結合度の強弱を調べることが必要と思われる。  

（1）同じ名前のファイルがあれば，メッセージを出力し，／なければファ  

イルを作成する。  （平井・北棟（1987）の例文）  

（2）同じ名前のファイルがあれば，／メッセージを出力し，使用者に知ら  

せる。  （（1）と同じ）  

3．1．複文の定義   

従来，複文の定義は多様になされているが，本研究では一文中に述語を二つ  

以上持つもので，主節と従属節，または従属節と従属節が，何らかの関係でつ  

ながり，文を構成しているものとする。本研究での用語として，文の最後に位  

置する述語に支配されたものを主節，それ以外を従属節とする。そして，従属  

節を表す接続表現はいわゆる学校文法でいう接続助詞で終わるもの，述語の連  

用形で終わるもの，→部の形式名詞・副助詞で終わるものとする注1。従属節の  

構文論的定義は，長谷川（1994）で行ったものによる。   

本研究では，従属節の区切りは構文解析によって決まると仮定するが，構文  

解析に関する様々な研究から，節の区切りを特定すること自体困難であること  

が知られている。また，節間の構造を決める作業と独立に，節の区切りを特定  

する作業を前処理として行えるかも明らかではないが，本研究では複文解析内  

で規則化できるものとできないものを明確にするために，この処理を独立して  

行う。  

3．2． システム   

本研究では自作のボトムアップパーザーを使用する。規則は文脈自由文法で  

記述され，結合度の強いものから順番に並ぶものとする。また，出力された構  

造の評価は筆者が行い，正確な構造が作られるように，規則の追加，順番の入  

れ替えを行っていく。規則は，用例の少ないものと多いものがある場合，多い  

ものを優先し，用例の多いものが正確に記述できるように並べる。規則が適用  

される過程は，図1のようになる。下線部は規則が適用される部分であり，出  

力結果は4．1．2の（12）と同じものである。記号については後述する。   
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データ：（VRESVADVVCD2V）  
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1  （VADVVCD2 →VCD2）：使用された規則  

（VRESVCD2V）  

l  

（ⅥⅧSV）  

1  

（Ⅴ）  

（VCD2V→Ⅴ）  

（VRESV→Ⅴ）  

図1 税別通用の過程  

その際の複文構造の評価法であるが，AlnfBinfC（infは接続表現に関する  

情報）という文字列を例にとると，AlnfBがおかしくなく，血nfCがおかしい  

と思われるものは，図2の例1が記述できるように，BinfCがおかしくなく，  

AがBinr・C両方にかかっていると思われるものは図2の例2が記述できる  

ようにする。また両方の解釈がおかしくないものは，前後の文脈からの判断や  

一般的な判断を優先し，（3）ならば医者や看護婦の場合ではなく，患者の場  

合である例2が記述できるようにする。  

（3）頭が痛かったから，薬を飲んで，病院へ行った。  

（草薙（1991）の例文）  

S 

丁子sコ：二：： 
ST…   

例1  例2  

図2 解析木例  

＝‥・頭が痛かったから，  

Binf ・・・…薬を飲んで，  

……病院へ行った。   

3．3．デ ー タ   

本研究では，接続表現の結合度を調べるために，従属節を二つ以上含む文を  

考察し，『現代文章宝鑑』（1979）内で「生活的文章（257編）」と分類されたも  

のの中の文で，従属節が二つ以上という条件に適するもの669文を対象とする。  

これらはいわゆる随筆文であり，様々な文法現象が含まれるかと思い，選択し  

た。また本研究の前提として，これらの文は構文解析が終了し，従属節の認定  

が済んでいるものとする。   
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データは，構文解析の結果から節の接続部に関する情報（後述）を手動で抜  

き出したもので，（4）（5）のように二種類に分かれる。  

（4）（VADTVCD2V）  ・・…・①  

（アラン・ドロンがじっとこっちを見て 「ダーバン」と一言いうと，  

洋服が売れに売れる。）  ‥・…（診 （虚名）  

（5）（VCN2PとVADTV）  ……①  

（茶を売るより，料理を売れとわたしはいうが，「そんなら，資本  

出してくれはりますか」と 彼は大きい歯を出して，意地悪そうに  

笑う。）  ‥■・‥② （あの）  

（むは，スペースで区切られた文字連続がひとつの節を表し，その初頭の“a  

vj ncop”は主節・従属節の述語の品詞を表し，それぞれ形容詞，動乱 形容  

動詞，名詞＋断定の助動詞に対応し，それに続く文字列は接続表現の形態に関  

する情報である。記号と対応する表現（濁音化したものは省略）は図3に示す。  

例外は，（5）のように「言って，思って」等が省略され，‘T」と”の形だ  

けで従属節をなしていると思われるもので，これらに関しては引用の“と”を  

表す“Pと汁 を入力した。（∋は文をスペースで節に区切り，ひとつのリストに  

入れてある。データ①に述語の品詞情報を加えたのは，加えなかった場合の実  

験詔果がおもわしくなく，凝耗表現に品詞情報を付加したほうが規則をより詳  

細に記述できると思われたためである。   

記号の付け方は，草薙（1994）を一部参考にした。同じ形態素で違う意味の  

記号  対応する表現   記号  対応する表現   記号  対応する表現   

ADD   し   CDl   ば   CNl  ても．とも   

ADV   【連用】   CD2   と   CNZ  が   
．WT   て   CD3   たら   CN3  のに   
AFT   あと   C工）4   なら   CN4  けれど（も）   

CCR  ながら【順接】   CD5   場合   NEG  ず   
CCRZ  ながら【逆接Ⅰ   PPS   ため   0ⅣL  だけで   
TIL   まで   RES  から．ので，ため  ORD  てから，たとたん   

SML   時   RPR   MAE  たり  

図3 接続表現に関する情報   
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「ながら」（順接・逆接）「ため」（目的・原因）も，草薙（1994）に従い二つ  

の形のどちらかで入力した。   

4．結  果  

本研究の結果，235の規則が得られ，それらを使用すると（6）（7）のよう  

な複文構造を明示することができるほ2。また，3．方法であげた（1）（2）  

は（1’）（2’）のような解析木となる。本研究で得られた規則は付録に掲載す  

る。規則についた番号の早い方が，先に適用される結合度の強いものである。  

なお，規則の持つ意味合いについての詳細は本論文では紙面の都合上述べられ  

ないので，別稿で行う。  

（6） S  SトーーJVCN2…・－一体日本人のやる事は人真似が多いとよく聞   

かされるのだが，  

Sl－VCD3…戦後の露天商が割のよい商売と  

決ったら  
Sl－VADV．．．東京中の道路が露店で埋まり，  

S l－VCDl…南京豆が儲かると判れば  

SⅤ…全露店が南京豆屋になった。   （人真）  
ST  

（7） s  1－AADD…近かったし，  

1VADD．．．ほかに遊びを持っていなかった  

ロ…  

11≡   

し，  

1－VRES．‖ニー三枚の銀貨でみんなそろって遊べ  

るので  
SⅤ…よくいつしよにどやどやッと出かけて行った。（山猫）  

‾Slて 
● 
、 

、1■・  

ST…  

1－－ACDl．．．なければ  

Ⅴ…ファイルを作成する。  

1－ 
VCDl．．」司じ名前のファイルがあれば，  

1一VADD…メッセージを出力し，  

Ⅴ．．∴7アイルを作成する。   
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4．1．解析籍異に関する考察   

次に，規則の追加・順番の変更だけでは，決定的処理を行った場合，正しい  

解析木が記述できないものについて考察を加えていく。これらには，別の処理  

を追加する必要があると思われる。まず表記であるが，決定的処理で解析に成  

功するものには“◎”，決定的処理で解析に失敗するものには“×M，望ましい  

と思われる構造で非決定的処理の際に出力されるものには〟○【，望ましい構  

造で非決定的処理でも出力できないものには“●”を付けた。   

これより解析木が正確に記述されない文を接続表現別に分類し，原因を考察  

していく。  

4．1．1．連用テ形を含むもの   

連用テ形が継続の意味で使われている（8）のようなものは用例も多く，正  

しい解析木が記述できるが，手段・方法（9），原因・理由（10），並列（11）  

の意味で用いられている場合，正しい解析木（9’）（10’）（11’）が記述でき  

ない。非決定的処理でも望ましいと思われる構造が出力できないもの（約8％  

に相当するもの）の多くが，これらの意味で用いられているものである。  

Sl⊥VADV．‖徹夜作業の日は，昼間薄く眠り，  

S 
て≡二：て竺ニ1三雲撃㌘∴ニ肥．一土山． SlVADT 

（8）Sl  

…よれよれの服にキヤハンを巻いて，  

S－Ⅴ…薄暗くなる時間に工場へ出てゆく。（空襲）   

⑳  
」sT  

（9） S  1VADT…平身低頭して  

SIT…   1VADV．．．あやまり，  
1T…   1VADT…弁償して  

1一VCN2‥．許してもらったが，  1T…  

S－J．‥あの頃のストッキングは高価だったなあ。 （女と）  

1一VADT．‥平身低頭して  

1－」JADV．．．あやまり，  

1－VADT．‖弁償して  

1－VCN2．．．許してもらったが，  

11…  

11…  

S－J…あの頃のストッキングは高価だったなあ。   
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SlNCOPADV…父は地主でもなく，  

Sl十NCOPADV…小作でもなく，  
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（10）ST…二  Sl－－VADT．．．十年前までは土地の有力者であった顔と，  

大阪でうんと儲けて帰ったという  

評判とがあって，  

SⅤ…調停の適格者ということになったのでしょう。  

（卒業）  

× 
」Sl  

（10’） s  

●  

1NCOPADV…父は地主でもなく，  
Sll≡   

I  

1－NCOPADV．．．小作でもなく，  

1－VAかT…十年前までは土地の有力者で  1て≡  

あった顔と，大阪でうんと儲  

けて帰ったという評判とが  

あって，  

SⅤ…調停の適格者ということになったのでしょう。  

（11） S  Sl¶VADT…今も，朝はここで，コーヒーと果物で  

すませて，  

SlVRES．．．昼と夜はおいしいレストランを見つけ  

」s－S 
たから，  

× lVADT…そこに行って，  

SⅤ．．．ゆっくり食べるのよ。（下線は筆者） （自ら）   

）                                                                                                                        STSl－VADT…今も，朝はここで，コーヒーと果物ですませ  （11’  

1－ 
○   

て，  

VRES…昼と夜はおいしいレストランを見つけた  

から，  

1－VADT…そこに行って，  

Ⅴ…ゆっくり食べるのよ。  

テ形は前後の節の関係から意味が決まるもの（草薙1985）であるが，本研究  

の問題点は，テ形に一つの記号“ADT”しか与えていないことから起きてい  

る。そこで，これらを正確に記述するためには，節内で使用されている語彙に  

関する情報などから前後の節の意味的関係を明らかにし，テ形の意味を特定す  

る前処理が必要となり，その意味のための規則が必要となる。例えば（11）の  

場合，テ形を継続と解釈したような構造が出力される。この文の構造を正確に   
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記述するためには，テ形の意味を特定する処理を経て，はじめのテ形を並列と  

割り出し，（11’）のように「朝の場合はこう，昼と夜の場合はこう」という並  

列的な構造が出力できる必要がある。また，並列のテ形を含む規則は，現状の  

規則の位置よりも結合度の弱いものとして後方に記述される必要がある。  

4．1．2．仮定の「と」を含むもの   

次に，節間の主語の異同が関係していると思われるものについて考察する。  

これらに関しては，決定的処理で行った場合，規則の順番の逆転が必要となる。  

本研究の結果として，この現象は「と」‘●cD2”を持つ場合に見られる。  

（12） S  

◎  

1－－VRES．．．丁度紙屋を見付けたので，  

Sll…   1VADV．‖つかつかと店に入り  

1－VCD2．．．「ガンピはないか？」と訊くと，  11；  
S－Ⅴ…主人らしい禿ちやびんが「おまへん」と  

無愛想にそつぽ向いた。  （大阪）  

1一－VRES．．．ぼくは，かくのごとく子供の頃から  

電話を愛していたので  

1－VCD2．‥→家を持つようになると，  

なにはさておいても電話を置くことにした。（電話）  （13）×Sl；ユ．；  
（13’） S  Sl一VRES…ほくは，かくのごとく子供の頃から  

電話を愛していたので，  

Sl→VCD2‥．一家を持つようになると，  

S－Ⅴ…なにはさておいても電話を置くことにした。   

O Js  

（12）（13）はともに“VRES”をもつデータであるが，（13）は正しくなく  

（13’）が正しいと思われる。（12）は主節のみ主語が違うもの，（13）はすべ  

て主語が同じものという点が指摘できる。また，これは“VADT”をもつデー  

タの場合にも起こり，以下のような結果となる。  

（14） 

◎ 
l；エ…  

1¶VADT…アラン・ドロンがじっとこっちを見て  

1・・・・・hVCD2．．．「ダーバン」と一言いうと，  

（虚名）  S－Ⅴ．‥洋服が売れに売れる。   
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1⊥VADT…ひとつには‘●身を退く”という  

考え方があって，  

1－VCD2…ある時期に達すると  

4F, 

（15） S  

l            ヽ                   ヽ              S一Ⅴ 

．．．第・、一線の活動から引退してしまう。  （7イ）  

VADT…ひとつには“身を退く”という考え方があっ  

て，  

1－VCD2…ある時期に達すると  

Ⅴ．．．第一線の盲舌動から引退してしまう。   

主節の主語のみが違うもの（14）は正確に記述できるが，従属節のはじめの  

主語のみ違うもの（15）は正確に記述できない。このように，同じようなデー  

タでも主語の違いによって構造を記述し分けなければならない。これには，主  

語の相違を考慮に入れた規則の選択が必要となる。また，このような区別が要  

求される理由についての詳細な考察も必要と思われる。これは，また前出のテ  

形に関する問題とも考えられる。  

4．1．3．「ながら」を含むもの   

次に，述語（動詞）の種類が関係していると思われるものについて考察する。  

「ながら」がいわゆる動作動詞についた場合（16），正しい解析木が書けるが，  

思考動詞についた場合（17），本研究の規則の順番では正しい解析木が書けな  

い。このように，接続する動詞や，出現する位置によって，使用する規則が変  

わるものがあるという点が指摘できる。そこで，どのような動詞の分類が有効  

かなどを含め，詳細に考察する必要があると思われる。  

（16） s  

◎  

1－VADT…彼らはトレンチ・コートの襟をたて，  

SIT；   
1  

1VCCR…氷雨のなかでふるえながら  

1▼VADT…抱きあって  11…  

S－Ⅴ．．．彫像のようにうごこうとしなかった。  （プラ）  

1⊥VCCR…いくら東京をひいきしても，商売の道  

はさすがに大阪の方が正しいと，新米  

の学士の私は，ひどく感服しながら，  

1－VADT…濡れ手拭をぶらさげて  

（17）  S 

× 
SⅤ ．‥夜店の中を通り抜けた。  （大阪）   
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J    （17’）sTSl－VCCR…いくら東京をひいきしても，商売の道はさす  

三l；二  

がに大阪の方が正しいと，新米の学士の私は，  

ひどく感服しながら，  

SlVADT…濡れ手拭をぶらさげて  

S－Ⅴ…夜店の中を通り抜けた。   

4．1．4． そ の 他   

まず，接続表現「ぱ」には一意的に“CDl”をつけたが，（18）の「Ⅹもな  

ければYもなく」などのように，前後の節を並置するだけで仮定の意味がない  

ものがある。どのように並置的表現を認定するか，またどういった記号をつけ  

るかなどの問題があり，これらを考察する必要がある。  

（18）こういう騒音もなければ，残忍な客あしらいもなく，テーブルの上の  

器物の狼頼もなかったにちがいない。  （仏頂）  

他に，（19）のように従属節のみで主節が省略されたと思われる文や，（20）  

のように一文が特に長いものの処理に問題が残る。  

（19）いったい何人子どもがあるのかわからなくなって，彼女に再三きくと，  

四人と答えたり五人と答えたり。  （一夫）  

（20）それが私となると品物を一つ事にとっても万引と間違えられはせぬか  

とドキドキし，三つ四つ店員が取りだして見せようものなら罪悪感に打  

ちひしがれ，「これがまことに恰好と存じます」などと言われようもの  

なら忽ち目がくらんでそれを買いこみ，店を出てからはじめて我に帰り，  

大いに口惜しがってその店に放火しようなぞと考える。   （語学）   

5．結論と問題点  

本研究の結果として，いくつかを除いては接続表現の形態情報から複文規則  

を作り，解析木を記述できることがわかった。その例外となるものは，接続助  

詞の「て」「と」などを含むものである。   

また問題点として，本研究では従属節「末」の接続表現をたよりに複文構造  

を明示することを考えたが，（21）のように従属節「内」に接続表現を持つ文   
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があり，それをどう扱うか問題が残る。  

（21）ふつうなら上昇するにしろ下降にしろ，連続するはずの生活が，まず  

空襲焼跡闇市でもって絶ちきられ，つぎにまた突然ひっくりかえり，責  

全土，単純に記憶だけをとり上げてみても，（以下省略 下線部は筆者）  

（焼跡）  

また，ハ格が先頭に来ている丈の構造を表示した場合，ハ格が外置された（22）  

のような形となるが，野田（1986）であきらかなようにハ格の係り方には規則  

性があり，これは意味解析で処理できると思われる。  

（22） S  Sl－VCDl…格言，ことわぎの類は，冗談だと思っ  

て聞けば  
Sl【NCOPCN2…傑作ぞろいだが，  

ロ ST            S l－VCD2…それを真理だなどと思い詰めると，  

SⅤ…ものが見えなくなってしまう。  （ゆと）   

また，「ながら」「ため」には草薙（1994）に従い，データ作成の段階で前後  

の節の関係から判断して，目的・原因，順接・逆接のいずれかで人力したが，  

これらも自動的に意味を判定する処理が必要と思われる。   

6．今後の課題  

本研究では，多様な表現が含まれるかと思い，随筆文を選択したが，本研究  

の結果が多種類の文で使えるかを調べるためにも，科学技術文等も考察の対象  

とする必要がある。   

また本研究の結果，必要となった処理としては，前後の節の関係からテ形の  

意味を決定する処理（4．1．1）や，節ごとの主語を調べ，主語の違いを考慮し  

た規則の選択に関する処理（4．1．2）等があり，これらについて今後考察して  

いきたい。   

また，本研究のように，規則の並び方が重要となる場合，規則の追加・削除，  

順番の変更が難しく，文法の開発・保守が難しいという面がある。そのため，  

規則のグルーピングなども考えていきたい。   
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注  
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（1）なお，従属節を表す接続表現を放ったものに北條（1989）などがあるが，従  

属節を表す接続表現に関する網羅的な研究ほ今後の課題としたい。  

（2）決定的処理で正確な解析木が作れる丈の数は，669文中576文（86％），非決定  
的処理で正確な解析木も作れる（もちろん止しくない構造も含む）文は619文  

（92％）である。  
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【付録】 複文規則  
1：（vtilv・→Ⅴ）  

4：（pとvadv→vadv）  
7二（pとⅤ→Ⅴ）  

10：（vresvadd→vadd）  

13：（vcdlvadd→vadd）  
16：（aaddares→ares）  

19：（aaddvadd→vadd）  
22：（vadda→a）  

25：（vaddncop→ncop）  

28：（vorda→a）  

31：（vmaev→Ⅴ）  

34：（vrprvcnl→vcnl）  
37：（arprncop→ncop）  

40：（vccrvcd2→vcd2）  

43：（vccrvadt→vadt）  
46：（vadvvccr→vccr）  

49：（vsmlvcd2→vcd2）  

52：（vsmlvcn2→vcn2）  
55：（vsmlv→Ⅴ）  

58：（vsmlncop→ncop）  

61：（vppsv→Ⅴ）  

64：（vedlvcn2→vcn2）  

67：（vcdlv→Ⅴ）  

70：（vcdlncop→ncop）  
73：（acdljrJ）  

2：（pとvcnz→vcn2）  
5：（pとvcd2→vcd2）  

8：（vresvneg→vneg）  
11：（vTe5VCn4→vcn4）  

14：（vcnlvadd→vadd）  

17：（aaddvcn2→vcn2）  
20：（vaddncopres→ncopres）  

23：（aadda→a）  
26：（vordvcn2→vcn2）  

29：（vordv→Ⅴ）  

32：（arprvadt→vadt）  
35：（ⅥprVCd2→vcd2）  

38：（vccrvadv→vadv）  
41：（vccrv→Ⅴ）  

44：（vadtvpps→vpps）  

47：（vadvv5ml→vsml）  
50：（v5mlvcd3→vcd3）  

53：（vsmlvsml→v5ml）  

56：（v5mla→a）  
59：（venljadv→jadv）  

62：（vadtvcdl→vcdl）  

65：（vcdlvres→Ⅵ・eS）  
68：（vcdla→a）  

71：（acdlncopadv→ncopadv）  

74：（acdla→a）  

3：（pとvadt→vadt）  
6：（pとvccr→vccr）  

9：（wesVppS→vpps）  
12：（vaddv→Ⅴ）  

15：（vadtvadd→vadd）  

18：（ncopaddncop→ncop）  
21：（vaddⅥ・eS→Ⅵ・eS）  

Z4：（aaddv→Ⅴ）  

27：（vordⅥ・e5→vres）  

30二（va氏Ⅴ→Ⅴ）  

33：（ⅧprⅥ・pr→Ⅵpr）  

36：（ⅥprV→Ⅴ）  

39：（vccrvres→vres）  
42：（vccrncop→ncop）  

45：（vadtvccr→vccr）  

48：（vadtvsml→vsml）  
51：（vsmlvedl→vcdl）  

54：（vsmljadv→Jadv）  
57：（vsmlj→J）  

60：（vppsvadv→vadv）  

63：（vcdlaadd→aadd）  

66：（vcdlnc叩n2→ncoIXn2）  

69：（vedlj－「）  

7Z：（acdlaadv→aadv）  

75：（acdlv→Ⅴ）   
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77：（vcd3vcn2－→vCn2）  
80：（vadtncopres→ncopreS）   
83：（vadtvcd3－→vcd3）  

86：（vadtvcn3－→vCn3）  
89：（vadta・→a）  

92：（vadtjrJ）  

95：（ncoponlv→Ⅴ）  

98：（ncopadvvres→vres）  

）101：（ncopadvvcnl→vCnl）  
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76：（ncopcdla→a）  
79：（vadtncopcn2→nCOpCn2）  

82：（vadtvonl→vonl）  

85：（vadtjcn2→jcn2）  
88：（vadtvcn2－→vCn2）  

91：（vadtv→Ⅴ）  

94ニ（vadtncop→ncop）  
97：（vcnlvTe5一→vreS）  

100：（ncopadvjcn21enZ  
lO3：（ncopad川叩扉→neopcnZ）  

106：（vadvvres→vres）  

78：（vadtncopcnl→nC叩nl）  

81二（vadtvres→vreS）  
84：（vadtvcd2→vcd2）  

87：（vadtvcn4－→VCn4）  
90：（aadtv▼→Ⅴ）  

93：（aadtncop→ncop）  

96：（vcd3vadv一→vadv）  
99：（ncopadvvcn2→vcn2）  

102：（ncopadvncopadv→ncopadv）  

105：（ncopadvj→J）  

108：りadvncopres→ncopres）  

111：Uadvv→Ⅴ）  
114：（aadvncop→ncop）  

117：（aadvares→areS）  
120：（vadv acn3－→acn3）  

123：Oadv vcn2→vCn2）  
126：（vadv vcd2→vcd2）  

1Z9：（vadvncoI加2→nCOpCnZ）  

132：（vadvvneg→vneg）  

135：（vadvv→Ⅴ）  

138：（ncopadva→a）  
141：（ncopadv ncDpTeS→neOpreS）  

144：（vneg vcnz→vcn2）  

147二（vnegv→Ⅴ）  

150：（vre5V－→v）  

153：Ocnlv→Ⅴ）  

156：（vcnlvneg→Ⅵleg）  
159：（vcnla→a）  

16Z：（vcnlncop→ncop）  
165：（ncopcd5j→j）  

ユ68ニ（vcd2jonl→Jonl）  
171：（vcd2jresrJreS）  

174：（vcd2vcn2・→VCn2）  
177：（vcd2v→Ⅴ）  

180：（vcd2ncop→nCOp）  

183：00nlvcn2→vcm2）  
186：（ncopresvcn2→vm2）  

189：（ncopresa→a）  
192：（aresnc叩n2→ncopcn2）  

195ニ（vres vcn2一→vCI12）  
198：（vresa→a）   

104：（neopadvncop→ncop）  

107：（vadvncopres→nCOpreS）  
110：（aadvj→〕）  

113：（vadvj→j）  

116ニOadvaadv→aadv）  

119：（aadvjcn2→jcn2）  
122：（aadvvcn3→vcn3）  
125：Oadvacn2→acn2）  

128：（vadvares→ares）  
）  

134：（vadva→a）  

137：Oadvncop→ncop）  
140ニ（ncopadvv→Ⅴ）  

143：（vnegvTe畠→ⅧeS）  
146：（vnegvneg→vneg）  
149：（vnega→a）  

152：（ncopcnlv→Ⅴ）  

155：（vcnlvcn2－→vcn2）  
158：（vcnlvo111→vonl）  

161：（vcnlv→Ⅴ）  

164ニ（ved5v－→Ⅴ）  

工67ニ（acn3vcd2－→ved2）  
170：（vcd2ved2→vcd2）  

173：（vcd2Ⅵ・e冒→Ⅵ・eS）  

176：（vcd2ven4－→vcn4）  

179：（vcdZj→j）  

182：（vcd4j→j）  

185：（vonlvres→Ⅵ・eS）  

188：（ncopresncop→neOp）  
191：（ncopresv→Ⅴ）  

194ご（vresacI12→aeI12）  
197：（aresj「J）  

109こ（aadva→a）  

11Z：Oadva→a）  
115：（vadvncop→ncop）  

118：（aadvvcn2→vcn2）  
121：（vadvvcn3→ven3）  

124：qadvjcn2→jcnZ）  
127：（vadvvcd3→vcd3）  

130：（vadvvcnl→vcnl  
133：（aadvv－→Ⅴ）  

136：OadvjrJ）  
139二（ncopadvj「J）  
142：（ncopadtv→Ⅴ）  

145：（vnegncop→neop）  
148二（vnegncop→ncop）  

151：（ncopcnlncop→ncOp）  
154：（vcnljadv－radv）  

157：（vcnlvadt→vadt）  
160：（vcnlj→j）  

163：（vresvcd2→vcd2）  
i66：（ncopcd5a→a）  

169：（vcdZvadv→vadv）  
172：（vcd2ares→ares）  

175：（vcd2jcn2→］Cn2）  
178：（vcd2a→a）  

181：（vcd4vcnZ→vcn2）  

184：（vonlvcn2→vCn2）  

187：（ncDpreSn叩Cn2→ⅡCD匹nZ）  

190：（ncopresj→j）  
ユ93二（aregven2一→vcn2）  

196：（aresv→Ⅴ）  
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199：（wesj→j）  200：（wesv→Ⅴ）  

202：Gresv→Ⅴ）  203：（vresncop→ncop）  

205：（vcn3v→Ⅴ）  206：（ncopcn3v→Ⅴ）  
208：（ncopcn4ncop→ncop）209：（vcn4ncop→ncop）  

211：（vcn4v－→Ⅴ）  212二（vcn4a一→a）  

214：（vcn4ncop→nCOP）215：（vcd3ncop→ncop）  
217：（vcd3v→Ⅴ）  218：（vcd3a・→a）  

220：（vcn2j→j）  221：（vcn2v→Ⅴ）  

223：（acn2ncop→nCOp）224：（vcn2ncop→ncop）  

226：Ocn2a→a）  2Z7：Gcn2v→Ⅴ）  
Z29：（ncopcn2ncop→ncop）230：（vcnZjr】）  

232：（vccr2a→a）  233：（vccr2v→Ⅴ）  

235：（vonlv→Ⅴ）   

201：Oresacn2→acn2）  

204：（acn3v→Ⅴ）  

207：（ncopcn4v→Ⅴ）  

210：（acn4v→Ⅴ）  

213：（vcn4jrJ）  
216：（vcd3vcnZ→vcn2）  

Z19：（vcn2a－→a）  

222：（ncopcn2a一・8）  

225：（acn2v→Ⅴ）  

228：（ncopcn2v→Ⅴ）  

231：（ncopccr2v→Ⅴ）  
234：（vonla→a）   


